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思い起こす出来事がある。1980 年代
半ばのある年の、留学時代の情景であ
る。幾冊かの本を借りるために、滞在
中の西ベルリンを代表する図書館のひ
とつを訪れた。白熱灯の薄暗い照明の
もとで、目的の書籍が分類されている
はずのカードケースを幾つも引っ張り
出しては、何百枚もの分類カードをめ
くっていく。この時は、特に著者や書
名が曖昧だったのであろう、こうした
作業をしばらく続けなければならず、
その揚句にやっと目的の本に辿り着いた。著者名と書名、請求番号を貸出
票に書き写し、カウンターに向かう。連日が雪模様の日々、四時を過ぎれ
ば辺りは真っ暗という季節である。そうでなくともこの時代の西ベルリン
は、町を文字どうりに包囲するコンクリートの壁の中で、否応なくひっそ
りと暮らすことを人々に強いていた。カウンターで貸出を申し込み、本が
出てくるのを待っていると、職員がビラを渡して、図書館へのパソコン導
入に反対する旨を訴える。資料検索の利便を促進することと引き換えに、
個々の市民の図書利用歴、読書傾向がパソコンに記録されてよいのか、個
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人の思想信条の自由が、パソコンの導入によって危機にさらされることが
ないのかと。ナチス治世下の、他に例を見ない思想弾圧の時代を体験した
ドイツならではの運動である。本を鞄にしまって図書館を出ると、時計は
もう五時半を過ぎていた。 
同様の運動は日本でも行われた。だが現実にはドイツでも日本でもパソ
コンは導入された。問題があることを前提にしながらもである。それ程迄
に大きな、「利便性」という魔力をこの機械は帯びていた。因みに本学で図
書館利用者のプライバシー保護を目的に委員会が設置されるのは導入後の
ことである。暗闇を手探りで進むかのように分類カードを繰り、何時間も
かかって一冊の本に辿り着く楽しみを、パソコンは私たちから奪ってしま
ったとも言えようか。だが本学図書館の場合、利用者はその後これに代わ
って、書庫を探索するという新たな喜びを享受なさっているはずである。 
2006 年 12 月、明治大学図書館は設置 120 年を迎えた。明治法律学校開
校から 5 年目の 1886 年の暮に、図書館の前身とされる「文庫」が設けられ、
これを起点として 2006 年に二度目の「還暦」を迎えたことになる。しかも
第二次世界大戦の敗北が奇しくもほぼその中間点、最初の「還暦」に当た
る。とすれば言うまでもない、二度目の 60 年を図書館は新制大学としての
明治大学と歩を同じくして来たのであった。しかもその後半、1970 年代の
半ばから今日に至る 30 年間を、明治大学図書館はハード面の充実から始め
ている。冒頭の 76 年には大学創立 100 周年の記念事業として、大学会館と
ともに中央図書館の建設が提案され、翌年には「整理業務の機械化」を検
討すべき重要課題としている。図書受入業務のコンピューター化が日程に
上ったわけであり、これと並行して、蔵書の館外貸出の拡大を始めとする
利用者サービスも検討された。だが、百周年記念図書館は研究棟と一体に
なって 1984 年 3 月に竣工、オンライン目録検索はその半年後に始まってい
る。しかも図書館に専用の電算機が設置されるのが更にその 3 年後の 8 月
と、当時は全てがのんびりしていた。その後 90 年代になると、生田キャン
パスに保存書庫が完成して、本学図書館の蔵書収容能力が大幅に増強され、
続いて 21 世紀最初の年、3 月には新中央図書館がリバティ・タワー内に開
館、2004 年には法科大学院開設に合わせてロー・ライブラリーが設置され
た。その一方で 92 年 4 月には OPAC が稼働して、利用者による蔵書の検
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索作業が新時代を迎えたこと、また新中央図書館開館に伴う電子図書館機
能の開発と、貸出業務に留まらず、私たちのコンピューター依存度は今や
圧倒的と言わざるを得ない。 
こうした急激な変化の中で、明治大学図書館では今，次の 60 年が始ま
った。新和泉図書館の建設計画が､学生の新たな集いの場の創設を標榜して
動き出した。一方、開館日数、貸出対象者と貸出冊数、山手線コンソーシ
アムなど他大学や地域社会との相互交流と協力と、利用者サービスの拡大
も急である。図書館は単に知の倉庫ではなく､集積された「知」の有効な利
用法を提案し､援助する場になろうとしている。 
今、図書館は特に学部の学生諸君との出会いを楽しみにしている。2000
年度に教員と図書館職員とが協力して、学部間共通総合講座「図書館活用
法」が設置された。図書館を教育の現場と捉え、文献の検索方法からレポ
ート作成法まで講義と実習とを組み合わせて､全学部の学生を対象にした
半期 15 回の授業である。2007 年度に 3 年の計画で、文部科学省の特色 GP
に採択された。本誌ではその中間報告をお伝えする。 
 
